
北海道 日高門別川のバーブ工

北海道 精進川放水路のバーブ工

第3回バーブ研究会in岐阜での試験施工完成記念写真

アユ

ブロックサイズとテクスチャーの異なる景観実物護岸

発信機のアユへの装着状況 濁水の様子

1cm程の発信機をアユの
体内に埋め込みます。

テクスチャーの例

アユに対する濁りの影響

　平成22年8月に「中小河川に関する河道計画の技術基準」が
改訂となり、「河岸・護岸・水際部の計画・設計」が明示されまし
た。翌年の平成23年10月には、この解説本となる「多自然川づく
りポイントブックⅢ」が発刊されました。本技術基準並びにポイント
ブックⅢでは河川景観・自然環境の観点から、護岸が露出する場
合に護岸に求められる環境上の性能が示されました。しかし、性
能として示されている内容の多くは「護岸の表面に、凹凸や陰
影、ざらざらとした質感があり、人工的でのっぺりとした印象を与
えないこと」、「護岸に使われる石やブロックの形、サイズ、積み
方、目地などが、周辺の景観やその場の特性と調和しているこ
と」など、定性的な表現に留まっています。そのため、露出護岸の
開発・選定が進まず、技術基準が明示されてからも前進が見ら

れないのが現状です。
　そこで、河川景観の性能評価手法を確立する事を目的として、
露出護岸として利用されている護岸ブロックを用いて、実験河川
内に景観実物護岸を作成し、アンケート調査を行いました。景観
実物護岸は8種の異なるテクスチャー（質感・肌理）、2種の異なる
サイズを組み合わせた合計16種、高さ約2.0m、総延長約60mか
らなるものです。これらの景観実物護岸の持つテクスチャー（質
感・肌理）に対して、人が受ける印象（河川景観の性能の一つ）
について感性工学の手法を適用したアンケート調査を実施して
います。

　「バーブ工」という名前を初めて聞いた方も多いのではない
でしょうか。バーブ（barb）とは、辞書によると「（矢じり・釣り針の）
あご、かかり、戻り、さかとげ」を意味する英単語です。「バーブ
工」は、川の流れに対して、河岸から上流側に向けて（さかとげ
のように）突き出して設置する、高さの低い水制の一種で、流れ
によって運ばれてくる砂を溜めて寄り洲を形成することを目的と
した河川工法です。
　自然共生研究センターでは、バーブ工の持つ「寄り洲を形成
する機能」に着目して、調査・研究を進めています。なぜならば、
バーブ工が日本の中小河川の抱えるいくつかの課題に対して、
有効な工法ではないかと考えているためです。
　日本の中小河川の多くは、高度成長期以降に改修が進めら
れ、洪水を溢れさせずに流すために、段階的に河床を掘り下
げ、護岸を積み、その結果として、台形を逆さにしたような断面
の狭くて深い川が多くみられるようになりました。
　洪水が土砂を押し流す力は、川の勾配と水深が大きくなるほ
ど強くなることから、狭くて深い断面に改修された川では、洪水
時により大量の土砂が移動するようになります。上流から流れこ
んでくる土砂よりも、下流に流れ出していく土砂の方が多けれ
ば、河床は低下していきます。そのようにして改修後に河床低
下が進んで岩盤が露出したり、改修直後の時点で河床に固く
締め固まった地層が露出したりすることで、瀬淵が失われた川
が、日本の各地にみられるようになりました。また、そのような川で
は、河床が平坦で川幅いっぱいに水が流れているために、護岸
法面に水際が接する形となり、自然な河岸と比べて水際部が
非常に単調になっています。
　平成23年10月に発刊された「多自然川づくりポイントブック
Ⅲ」では、露出する護岸の前面には自然河岸を形成して、護岸
が露出する面積を小さくするとともに、水際部の環境機能を高

めることを基本方針の一つとしています。このようなことから、
バーブ工は、洪水の流れを阻害することなく、護岸の前面に土
砂を溜めて寄り洲を作ることができ、川の流れや河床材料の多
様性を安価に回復できる工法として、私たちは注目しています。
さらには、その応用として、従来の帯工に代わる落差の生じにく
い河道安定工法を検討しています。
　平成23年からは、バーブ工に興味のある研究者、有識者、建
設コンサルタント技術者、メーカー等が集まったバーブ研究会が
開催されており、私たちも研究会に参加しながら、調査研究を
進めています。また、平成24年には、バーブ工が土砂を溜めて
寄り洲を作るメカニズムを解明するための水理実験を岐阜大
学との共同研究によって実施し、バーブの設置角度や形状に
ついて様々な知見を得ました。これからも、バーブ工の機能解
明と設計手法の検討を進め、現場で使っていただける技術へ
と高めてまいりたいと思います。

　 （独）土木研究所 自然共生研究センター
原田守啓

　出水や工事により河川で濁水が発生すると、アユは嫌がって
どこかへ移動してしまうと言われてきました。アユは重要な水産魚
種であり、濁りに対するアユの行動を把握することは河川管理に
役立ちます。しかし、濁水の発生時に、目視で行動を把握するこ
とは難しく、実際にアユがどのような反応を示すのかはよくわかっ
ていませんでした。そこでアユに発信機を装着し、発信機からの
電波を受信し位置を特定する「テレメトリー法」と呼ばれる方法を
用いて濁水発生時のアユの行動を調査しました。
　2つの実験河川にアユを放流し、一方の河川では濁水を発生
させ、もう一方の河川は清水のままにしました。2つの河川は下流
端でつながっているため、アユはどちらの河川にも移動すること
が可能です。濁水は河川上流に土砂を投入・攪拌し3時間程度
発生させました。これによる濁りは、上流で最大168.2mg/L、下流
で最大27.2mg/Lとなり、水産用水基準値（25mg/L）よりも高い

値を示しました。
　実験の結果、濁りを発生させた河川から清水が流れる河川に
移動した個体はいませんでしたが、12個体中1個体だけ濁水発
生後に下流へ移動していました。これは、濁りを嫌ってより濁りの
薄い下流へと移動した可能性があります。しかし、多くの個体が
濁りの発生前後で位置を変えていないことから、今回の実験で
発生させた濁り具合では大きく移動しないことが示唆されました。
ただし、濁水の濃度や暴露時間の違い等、濁水条件の違いによ
るアユの反応の違いは、まだわかっていません。
　今後、濁水条件の違いによるアユの反応の変化について、研
究を進めていく予定です。

護岸ブロックの持つテクスチャーの印象調査

現場 連携との
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研究の最新
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水際に寄り洲を形成し、
川の形と流れに変化を与える「バーブ工」
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